
【3-33】

湾・灘の区分 大阪湾 

取組の名称 エコツーリズムの推進

事業期間及び事

業費 

事業期間： ［①「豊かな大阪湾」エコバスツアー］令和元年度〜 

［②民間事業者と連携したエコウォークツアー］平成 29 年度〜 

事業費：2,434 千円 

事業体制 大阪府環境農林水産部 環境管理室 環境保全課 

事業の背景・目的 ・大阪湾の環境保全の推進のためには､府民一人ひとりの環境への意識の向

上や行動の変革が不可欠｡このため、まず、府民等に大阪湾に訪れていただ

き愛着や魅力を感じてもらうことが重要。

・平成30年度には、大阪湾環境保全協議会（湾岸府県市で構成）で、大阪湾の

新たな魅力を発掘・発信するため、「ぐるっと大阪湾フォトコンテスト」を実施。

その成果を構成府県市が活かしていくこととしている。

・環境NPO等と連携し、大阪湾フォトコンテストで発掘した湾内の魅力スポットで

エコツアーを実施。

・大阪湾への訪問者を増やし愛着・魅力を感じてもらい、マイクロプラスチックの

原因となるプラごみ等の海ごみ削減や生活排水対策の府民の行動変革につ

なげる。

事業場所の詳細 大阪府内全域 

事業内容 ①「豊かな大阪湾」エコバスツアー（令和元年度〜）

＜事業の内容＞

環境NPO等と連携し、大阪湾の魅力スポットや環境改善モデル施設を巡り、大

阪湾の水質や海洋プラスチックごみ問題について学習するエコバスツアー

＜開催結果＞ 

開催日：令和元年８月18日（日） 

⇒ 40名の定員に対して120名の応募

※11月29日には、大阪湾の魅力スポットの写真撮影会を実施し、参加者に

SNSにより大阪湾の魅力スポットを広く発信していただくバスツアーを開催

予定
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（続き）事業内容 ②民間事業者と連携したエコウォークツアー（平成29年度〜） 

＜事業の内容＞ 

鉄道会社と連携し、大阪湾の魅力スポットをコースに盛り込んだウォークツアー

を定期的に開催し、大阪湾の環境保全について啓発 

＜開催結果及び予定＞ 

平成29年度、平成30年度：２回 

令和元年度：2回（予定） 

 
③11月末に大阪湾の魅力あるスポットを巡る「大阪湾魅力ウォークマップ」を作

成予定。 

取組による効果・

影 響 の 判 断 基準

及びその結果等 

○「豊かな大阪湾」エコバスツアー(８月開催)…40名の定員に対して120名の応

募 

○民間事業者と連携したエコウォークツアー(５月開催)…参加者187名 

現状での課題 ・若年層へのイベント開催の周知方法 

今後の予定等 令和２年度も、引き続き事業実施予定。 

取組事例について

の発表資料等 

瀬戸内海環境保全小委員会（第 16 回）資料 

情報提供元 大阪府 
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